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【２】年 〔 国語 〕科 年間指導計画

指導の重点

・基本的知識の強化 語彙の学習

・読解力の育成

・表現力の育成

評価の観点及び規準

月 指導計 画 指導内容 国語への 話すこと 書くこと 読むこと 言語についての 評価方法 モジュール

関心意欲態度 聞くこと 知識・理解・技能 の内容

明日 ・言葉の用い方や ・「明日」について ・表 現 の 特 徴 ・抽象的な概念 ・ノート １年 の 漢

四 表現の特徴に注 のイメージを活か や、作者のもの を表す語句につ ・班朗読発表 字 の 復 習

意し、自分なりの し、楽しんで朗読 の見方や考え方 い て 関 心 を持 ・朗読 ①

感想を持ちながら しようとしている。 について自分な ち、語句の意味 ・漢字小テスト

読む。 ・意見を出しあい りに感想を持っ を調べている。 ・定期考査 １年 の 漢

なが ら班 発 表 に ている。 字 の 復 習

取り組んでいる。 ②

アイスプラネッ ・登 場 人 物 の 言 ・学習の課題にそ ・具体的な内容を ・登場人物の言 ・文章中の語句 ・ノート

ト 動や心情を表す って作品を読もう 踏まえながら、登 動 の 意 味 を考 の意味を正確に ・班活動

表現に注意して、 としている。 場人物の気持ち え、内容を理解 とらえ、理解する 学習プリント

作品を読む。 になって「手紙」を している。 ことが できてい ・漢字小テスト

・作者に表れてい を書いている。 ・「僕」の心情変 る。 ・定期考査 １年 の 漢

五 るもの の 見 方 や 化をとらえること 字 の 復 習

考 え方 について ができている。 ③

自分の考えを持

つ。 １年 の 漢

言葉１ ・対 義 語 類 義 語 対義語類義語多 ・例 文 を比 べ 、 ・定期考査 字 の 復 習

対義語類義語 多義語の言葉の 義語の違いにつ 対義語類義語多 ・漢字小テスト ④

多義語 違 いについて理 いて理解し、状況 義語の違いにつ

解 し、関 心 を持 を考 えて適 切 に いて説明してい

つ。 言葉を理解しよう る。

としている。

要点を整理し ・目的や状況に応 情報を的確に聞 情報を的確に聞 相手や目的に応 ・学習プリント

て聞き取ろう じ、話の要点や順 き取 るため の 工 き取り、要点を押 じて、話の要点 ・定期考査

序を整理しながら 夫について考え、 さえたメモを作成 や順序が変わる ・漢字小テスト

聞き取る。 話の要点をメモに している。 ことに気づいて

取ろうとしている。 いる。

枕草子 情景描写の巧み 内容に関心を持 自 分 なりの 季 節 描写の効果を考 文体の特徴を生 ・学習プリント

さを読み取り、作 ち、朗読して内容 感が効果的に伝 えて内容を理解 かして朗読して ・漢字小テスト

者の四季の捉え を理解しようとし わるように構成や し、作者の季節 いる。 ・定期考査

方 や 感 じ方 につ ている。 描 写 を工 夫 して に対するものの ・朗読

いて自分の考え 書いている。 見方や考え方に

を持つ。 ついて感想を持

つ。

説明の仕方を 伝えたい事柄が 事柄が効果的に 目的や相手に応 ・学習プリント

工夫しよう 効果的に伝わる 伝わるように、説 じて情 報 を整 理 ・発表

目的や相手に ように、朗読の仕 明の仕方を自分 し、朗読する事柄

応じて書く 方を工夫する。 なりに工夫しよう の特徴を明確に

としている。 している。

やさしい日本 ・文章の全体と部 文章を読んで、人 ・文章の全体と部 ・相手や目的に ・ノート 漢 字 ・慣

六 語発表資料を 分の関係や具体 に情報を伝えるた 分の関係や具体 応じて情報の伝 ・学習プリント 用句①

作ってみよう 的事例の役割な めに大事なことは 的事例の役割に え方が変わるこ ・漢字小テスト

どに注 意 して読 何 か 考 え、自 分 注意して読み、内 とに気づいてい ・定期考査 漢 字 ・慣

み、内容を理解す のものの見方や 容の理解に役立 る。 ・学習プリント・ 用句②

る。 考え方を広げよう てている。 ・問 題に取 り組 ・作品

・構 成 や 展 開 の としている。自分 ・「や さしい日 本 み、漢字を正しく

工 夫 、作 者 の 考 なりに工夫して発 語」の考え方につ 読んだり選んだ

えについて自 分 表資料を作ろうと いて自分なりに考 りしている。

の考えを持つ。分 している。 えをまとめてい相

か りや すい発 表 手 や 目的 に応じ

や説明を行うため て工夫して資料を

に、図表やグラフ 作ろうとしている。

などを活用して効

果的な資料を作
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成する。

新しい短歌の ・短歌に示された 短歌の形式や表 学 習 した短歌 の ・語句の使い方 短歌に使われて ・ノート

ために 語句の効果的な 現に興味を持ち、 表現の工夫を参 や描写の工夫に いる言葉の意味 ・学習プリント

使い方や文章の その世界に親しも 考 にして自 分 の 触れながら短歌 について考え、 ・漢字小テスト

描写の効果を理 うとしている。 体験や思いが伝 を読み味わい、 語感を磨いてい ・定期考査

解し、情景を想像 わるように短歌を 感想をまとめて る。

しなが ら朗 読 す 作っている。 いる。

る。 ・筆者のものの

・心情が伝わるよ 見方や考え方、

うに描写を工夫し 表現技法や言葉

て短歌 を創作 す の選び方につい

る。 て、自分の体験

などと関連付て

感想を書いてい

る。

漢字１ 熟語の構成につ 熟語の構成につ 熟語の主な構成 ・ノート

熟語の構成 いて理解する。 いて興味を持ち、 について理解し ・漢字小テスト

理解しようとして ている。 ・定期考査

いる。

言葉を選ぼう 似 た気 持 ちを表 似 た気 持 ちを表 選んだ言葉の微 気持ちを表す言 漢字・こと

七 もっと「伝 わ す言葉を比べ、言 す言葉に興味を 妙な違いが伝わ 葉の微妙な違い わざ①

る」表 現 を目 葉の持つ意味に 持 って意味 や用 るように物語にま について理解を

指して ついて考え、語感 例を調べようとし とめている。 深め、自分の表

を磨く。 ている。 現に生かしてい

る。

気持ちを込め 伝 えたい気 持 ち 手紙の特徴や書 伝 えたい内 容 を ・学習プリント

て書こう いや用件を明確 式に関心を持ち、 明確にし、効果的 ・提出作品

（書 写 と関 連 にし、効果的に伝 受け取る相手の に伝わるように表 ・定期考査

付けて） わるように表現や 気 持 ちを考 えて 現や構成を工夫

構 成 を工 夫 して 書こうとしている。 して書いてみる。

手紙を書く。

文法への扉１ 活用のある自立 言 葉 の 決 まりに 自立語の位置や ・ノート

単語をどう分 語 と活 用 の ない ついて関 心 を持 語形、働きにつ ・小テスト

ける？ 自 立語 の 働 きを ち、単語の分類に いて理解し、練 ・漢字小テスト

理解する。 ついて理解しよう 習問題を概ね正 ・定期考査

としている。 確 に 解 い て い

る。

メディアと上手 メディアとの付き メディアの特徴に ・メディアの特徴 新聞やインター ・学習プリント

に付き合うた 合 い方 について 興味を持ち、付き を理 解 して、様 ネットなど、媒体

めに 書かれた文章を 合 い方 について 々なメディアから によって文章形

読み、メディアに 考えたり、情報を 集めた情報を整 態や展開が違う

ついて知識や体 集めたりしようと 理して自分の考 ことに気づいて

験 と関 連 付 けて している。 えをまとめてい いる。

自分の考えを持 る。

つ。 ・抽象的な概念

を表す語句や描

写の効果に着目

して読み、自分

なりの感想を持

っている。

盆土産 ・方言や心情を表 ・登 場 人 物 の 人 方言のなどの語 方言について興 ・ノート 漢字・こと

九 す語句の効果的 柄や思いを文章 句の使い方や描 味を持ち、作品 ・学習プリント わざ②

な使 い方を理 解 表現から読み取 写の効果に着目 の読み取りに役 ・班学習

し、表現に即して ろうとしている。 し、登場人物の 立てている。 ・漢字小テスト 漢 字 ・類

優しさや温かさな ・効果的に使われ 人柄や心情を捉 ・定期考査 義語①

どを読み味わう。 ている語句 や文 えながら作品を

・描写の効果、登 章表現に気づき、 読み味わってい

場人物の言動の 登場人物の人柄 る。

意味 などに注意 や 心情について

し、人柄や心情を まとめようとして

読みとる。 いる。

字のない葉書 ・展開を確かめな ・状 況 ・心 理 ・行 ・班 学 習 に お い ・具体的な例を挙 ・展 開 に沿 って ・言葉の使い分 ・ノート

がら場面ごとの情 動の関係を積極 て、友達の意見を げながら、登場人 情景や心情を読 け に つ い て 考 ・学習プリント

景を読み味わい、 的に考えている。 聞き、新たな視 点 物 の 心 情 にそっ み取っている。 え、意味を正しく・班学習

登場人物の心情 を発見しようとし て感 想 を書 いて とらえている。 ・漢字小テスト

変化をとらえる。 ている。 いる。 ・定期考査

・様子や気持ちが

わかる言葉に着
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目する。

言葉２ 日本語の敬語表 コミュニケーション 敬語には丁寧語 ・学習プリント

敬語 現の特徴につい における敬 語の ・尊 敬 語 ・謙 譲 ・漢字小テスト

て理解を深め、そ 役割を理解しよう 語 があることを ・定期考査

の使い方を身に としている。 理解し、相手に

付 け、相 手 や 目 応じて適切に使

的 に応 じ言 葉 を っている。

工夫することの大

切さに気付く。

相手の立場を 相手の立場を尊 相手の立場を意 ・相手の立場を尊 適切な話し言葉 ・活動状況 漢 字 ・類

十 尊重しよう。 重し、自分の意見 識しながら自分の 重して話し合って や敬語を意識し ・学習プリント 義語②

と比較しながら話 意見を述べようと いる。 ている。

し合う。 している。 ・立場や考えの違 漢 字 ・対

いを踏まえたり、 義語①

考えを比べたりし

ながら話し合って

いる。

君は「最後の 初めて知ったこと 筆者のものの見 筆者の着眼点や ・ノート

晩 餐 」を知 っ や興味をもったと 方や考え方がど 言葉の使い方、 ・学習プリント

ているか ころなどを知識や のように叙述され 論理展開などに ・短文作り

体 験 と関 連 付 な ているか読 み取 着目して読み、 ・漢字小テスト

がら確認し合い、 ろうとしている。 筆者のものの見 ・定期考査

文章中のものの 筆者の論理展開 方や考え方につ

見方や考え方に からその考え方を いて自分の考え

ついて自分の考 読み取り、自分の を持っている。

えを持つ。 ものの見方や考

え方を広げようと

している。

音読を楽しも ・冒頭部分を音読 平家物語の冒頭 冒頭部分の内容 平家物語の独特 ・学習プリント

う することで、古典 部分を音読して、 から当時の無常 の調子とリズム ・漢字小テスト

平家物語 の 表 現 に触 れ 、 作品の世界を楽 観という考え方 を捉えながら音 ・定期考査

古典の世界を楽 しもうとしている。 について感想を 読している。 ・暗唱テスト

しむ。 持っている。

・冒頭部分に書か

れたものの 見方

や考え方につい

て自分なりに想像

する。

扇の的 ・古典の文章を朗 作品の持つ独特 ・古 典 の 言 葉 の 内容を読んで登 ・作品の朗読を ・学習プリント

「平 家 物 語 」 読して、その独特 の 調 子 や リズム 調子や 間の取り 場人物の心情や 通して登場人物 ・定期考査

から の 調 子 やリズム を意 識 して朗 読 方などを考えて音 平家と源氏の戦 の心情や情景の ・漢字小テスト

に慣れ、作品を楽 し、登場人物の心 読している。 いに対する考え 描写などについ ・班朗読発表

しむ。 情を考えようとし 方の違いなどに て理解している。

・登 場 人 物 の 心 ている。 ついて感想をま

情を想像しながら とめている。

作 品 を読 み 、古

典 に描 か れ たも

のの見方や考え

方について自分

の考えを持つ。

仁和寺にある ・古典の文章を朗 ・「徒 然 草 」の 表 「徒然草」を朗読 「徒然草」を朗読 ・ノート 漢 字 ・対

十 法師 読 してその 表 現 現に慣れ親しみ、 して、表 現 を味 し、登場人物の ・班学習 義語②

一 「徒然草」から に触れ、作品を読 内 容について理 わいながら、作 行動や心情につ ・漢字小テスト

み味わう。 解しようとしてい 者の考え方につ いて理解する。 ・定期考査 漢 字 ・同

・描写の効果、登 る。 いて自分の感じ 音 異 義 語

場人物の言動の ・人 物 の 行 動 や 方と比較して感 ①

意味などを考え、 描写から作者の 想をまとめてい

作者のものの見 ものの見方や考 る。

方や考え方につ え方に触れようと

いて自分の考え している。

を持つ。

漢詩 の風景 ・漢 詩 特 有 の 言 ・漢 詩 特 有 の 言 漢詩 三編と解説 漢詩 特有の言葉 ・学習プリンﾄ

葉遣いや調子を 葉遣いや調子に 文を朗読し、漢 遣いや調子を知 ・発表

活 か して読 み 味 親しみ、詩 に描か 詩 独特の言い回 り、リズムを味わ ・漢字小テスト

わう。 れ ている情 景 を しに慣れ親しみ いながら朗読し ・定期考査

・漢詩 とその解説 考えようとしてい ながら詩 の情景 ている。

文 を読 み 、詩 の る。 や人物の心情を

情景や人物の心 想像している。
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情を想像するとと

もに、漢詩 特有の

表現について感

想をまとめる。

人物の特徴を 古典作品に登場 ・古 典 作 品 中 の 人物の特徴を明 作品に登場する ・学習プリント

とらえて論 じ する人物の特徴 人 物について特 確にして、読み手 人物について考 ・定期考査

よう を捉え、伝えたい 徴 を捉 えて文 章 のことを意識して え、自分の考え ・漢字小テスト

ことを明確にして に書き表そうとし 文 章に書いてい を述べている。

文章に表す。 ている。 る。

話し合って考 ・社 会 生 活 の 中 社 会 生 活 からテ 異 なる立 場 を想 自分の意見を整 ・活動状況

え方を広げよ から話題を決め、 ーマを設 定し、自 定して考えをまと 理して、説得力 ・学習プリント

う 異なる立場や考 分 の 考 えをまと め、説得力のある が出るよう構成

パネルディス え方を想定して考 め、話し合いに参 根拠 を述 べ てい を考えて発言し

カッションをす えをまとめ、説得 加しようとしてい る。 ている。

る 力 の ある意 見 を る。

述べる。

文法への扉２ 用言の活用につ 規 則的な語形変 ・活用の種類と ・学習プリント

走 る。走 らな いて理解する。 化に関心を持ち、 活用形について ・文法小テスト

い。走ろうよ。 用言の活用を理 理解している。

解しようとしてい ・活用表を完成

る。 させている。

モアイは語る 各段落の役割や ・イースター島の テーマについて具 前半部の構成の ・筆者が文章の ・ノート 漢 字 ・同

十 ―地球の未来 叙述の順序に注 出 来事について 体 例 や データを 工夫や、図や写 形態や展開につ ・学習プリント 音 異 義 語

ニ 意して読み、内容 筆 者 が 主 張 して 挙 げなが ら意 見 真の効果的な使 いてどの ような ・漢字小テスト ②

を理解する。 いることを読み取 を述べている。 い方に注意しな 工夫をしている ・定期考査

構成や展開の工 ろうとしている。 がら文章内容を か考えている。 漢 字 ・指

夫について考え、 ・主張に至るまで 理解し、後半の ・問 題 に 取 組 示 す る語

作者のものの見 の筆者の論理展 筆者の主張との み、漢字を概ね 句①

方や考え方につ 開や表現の工夫 関係を考えなが 正しく読んだり理

いて知識や体験 などについて考え ら、筆者の考え 解している。

を関 連付 けて自 ようとしている。 方に対する自分

分の考えを持つ。 の考えをまとめ

ている。

漢字２ 同音異議語など、 漢字の訓 や音に 練習問題の漢字 ・ノート

同 じ訓 ・同 じ 読み方が同じでも 関心を持ち、漢字 を元に、漢字の ・漢字小テスト

音をもつ漢字 意味・用法の異な について理 解 を 訓 や音について ・定期考査

る漢字や熟語に 深めようとしてい 理 解 し、同 じ読

ついて理解する。 る。 みの漢字を用い

て短文を作って

いる。

書写 ・点画を省略する 行書の書き方に ・作品 ・字の大きさ、配 ・活動状況

行書を書いて 時の筆遣いを知 対 して理 解 を深 置に注意してお ・作品

確かめよう ろう。 め、積極的に書こ さまりよく書こう

・書き初めの意義 うとしている。 としている。

を理解し、半切用 ・書初めの意義を

書初め課題 紙に書く。 理解し、関心をも

って取り組もうとし

ている。

走れメロス ・作 品 の 構 成 や ・登 場 人 物 の 行 ・班 学 習 に お い ・具体的な例を挙 ・場面の展開を ・言葉の使い分 ・ノート 漢 字 ・指

一 場面の展開に注 動や心情から、授 て、自分の意見を げながら、登場人 読 み 取 りな が け に つ い て 考 ・学習プリント 示 す る語

意して読み、登場 業を通して自分を 明確に伝えた上 物 の 心 情 にそっ ら、主人公の心 え、意味を正しく・班学習 句②

人物の生き方に 見つめている。 で、友達の意見を て感 想 を書 いて 情 をとらえてい とらえている。 ・漢字小テスト

ついて考える。 聞き、新たな視 点 いる。 る。 ・定期考査 漢 字 ・接

・作品の展開を読 を発見しようとし 続 す る語

み取りながら、登 ている。 句①

場人物の心情の

移り変わりを捉え

る。

文法への扉３ ・付属語について ・付属語について 助詞 と助動詞 に ・学習プリント

一字違いで大 理解する。 関心を持ち、働き ついて整理した ・小テスト

違い と種類を理解しよ 内容を理解しよ ・定期考査

うとしている。 うとしている。

・練習問題を正

確 に 解 い て い

る。

表現の仕方を ・気持ちや気持ち 自分の生活の中 身 近 な生活 から ・気持 ちを効 果 ・学習プリント

工夫して書こ の変化が効果的 から視 点を定め、 取材し、気持ちの 的に伝えるため ・発表原稿

う に伝わるように、 気持ちの変化が 変化が効果的に に、語句や文章 ・定期考査
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視 点を変えて ある視 点を定め、 効果的に読み手 伝わるように描写 表現などに気を ・漢字小テスト

物語を書く 表 現 を工 夫 して に伝わるように表 や 構 成 を工 夫 し 付けている。 漢 字 ・接

二 書く。 現を考えて書こう て書いている。 ・辞書や教科書 続 す る語

・書いた文章を互 としている。 を参考に、心情 句②

いに読みあい、よ を表す語句を増

りよい表現になる やしている。 漢 字 ・歴

ように 助 言 し合 史 的 か な

う。 づかい①

言葉３ 方言と共通語の 方言や共通語に 方言と共通語の ・ノート

方言と共通語 果たす役割につ 関心を持ち、それ 違いついて理解 ・朗読

いて理解する。 ぞれの使われ方 している。 ・漢字小テスト

について考えよう

としている。

漢字３ 送 り仮名 の 付 け 送 り仮 名 なの 付 送り仮名の主な ・ノート

送り仮名 方の原則を理解 け方に興 味を持 原則について理 ・学習プリント

する。 ち、理解しようとし 解し、練習問題 ・定期考査

ている。 以外の漢字につ

いても考えてい

る。

身近な人物の ・題材を決め、話 どんな事にも物語 事 前 に検 討 した 集めた情報を整 ・学習プリント

「物語」を探る の構成や展開な があることを理解 い質問事項を元 理し、読み手に分

どに注意して話の し、インタビューに にインタビューを かりやすく伝わる

要点を聞き取る。 取り組んでいる。 行 い、話 の 構 成 ように 書 い てい 漢 字 ・歴

三 ・題材を決め、事 や展 開などに注 る。 史 的 仮 名

実や意図が効果 意して要点を聞き 遣い②

的に伝わるように 取っている。

構成や表現を工

夫して書く。

言葉の力 筆者の考え方に 自分の言葉の使 挿話と筆者の考 言葉に対する筆 ・ノート

ついて知識や体 い方 を見つめ直 えがどう関連し 者の考え方に気 ・定期考査

験 と関 連 付 けて し、言葉と人との ているのかを捉 づいている。 ・漢字小テスト

自分の考えを持 関わりについて考 え、自らの経験

つ。 えようとしている。 を元に言葉の力

について考えを

まとめている。


